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P.1調査概要

■調査手法 ︓ WEBリサーチ

■調査期間 ︓ 2025年 7月11⽇（⾦）〜 7月28⽇（月）

■調査対象 ︓ 可児市在住の男⼥ 18歳〜69歳

■有効回答 ︓ 132名

【内訳】

男性 ⼥性
18〜29歳 2名 7名
30〜39歳 3名 13名
40〜49歳 14名 21名
50〜59歳 18名 16名
60〜69歳 22名 16名

合計 59名 73名



P.2１．居住地に対する評価

• ４指標のうちTOP2が５割以上であるのは「今後も住み続けたい」（56.8%）と「好感・愛着」（50.0%）。
• 「満足・幸せ」（43.2%）は４割台であり、「誇りに思う」（31.8%）は３割台に留まる。
• 性別でみると４指標とも男性の割合が⼥性より⾼く、「誇りに思う」と「好感・愛着」では差が１割以上である。
• 年代別でみると「好感・愛着」で50〜69歳（55.5%）と18〜49歳（43.4%）で12.1ポイントの差があるほかは

特に大きな差はみられない。
※TOP2:「とてもある」「ややある」の合計割合

Q4. 現在住んでいる市町村に対して、「好感・愛着」の気持ちをどの程度お持ちですか。(SA)

単位︓% N数 TOP2

好感・愛着 132名 50.0%

※TOP2︓「とてもある」「ややある」の合計値

Q5. 現在住んでいる市町村を「誇りに思う」気持ちをどの程度お持ちですか。(SA)

単位︓% N数 TOP2

誇りに思う 132名 31.8%

※TOP2︓「とてもある」「ややある」の合計値

Q6. 現在住んでいる市町村での⽣活について、「満⾜・幸せ」な気持ちをどの程度お持ちですか。(SA)

単位︓% N数 TOP2

満⾜・幸せ 132名 43.2%

※TOP2︓「とてもある」「ややある」の合計値

Q7. 現在住んでいる市町村に、「今後も住み続けたい」気持ちをどの程度お持ちですか。(SA)

単位︓% N数 TOP2

今後も住み続けたい 132名 56.8%

※TOP2︓「とてもある」「ややある」の合計値

属性別のTOP2値

N数 好感・愛着 誇りに思う 満足・幸せ 今後も
住み続けたい

全体 132名 50.0% 31.8% 43.2% 56.8%

男性 59名 55.9% 39.0% 45.8% 57.6%

⼥性 73名 45.2% 26.0% 41.1% 56.2%

18〜49歳 60名 43.4% 30.0% 43.3% 56.7%

50〜69歳 72名 55.5% 33.4% 43.1% 56.9%

16.7 33.3 31.8 12.1 6.1

とてもある ややある どちらともいえない あまりない まったくない

3.8 28.0 42.4 18.9 6.8

とてもある ややある どちらともいえない あまりない まったくない

11.4 31.8 37.9 13.6 5.3

とてもある ややある どちらともいえない あまりない まったくない

18.2 38.6 27.3 12.9 3.0

とてもある ややある どちらともいえない あまりない まったくない



P.3２．居住地に対するイメージ評価

• 居住地にあてはまるイメージとしては「住み⼼地の良い」（29.5%）、「落ち着いた・ゆったりした」（25.8%）、
「安全な・治安が良い」（25.8%）、「便利な・⽣活しやすい」（25.0%）の割合が⾼いが、いずれも３割未満。

• 居住地に対する「現在の満足度」と「住み続けるにあたっての重視度」についての主な状況は以下のとおり。
 満足度と重視度が同程度 ・・・保育・教育環境、IT化・IT対応、住⺠の意識や⺠度、⾏政活動
 満足度に⽐べて重視度が低い ・・・自然環境
 重視度に⽐べて満足度が低い ・・・公共交通・道路網、医療施設、商業施設、⾏政施策、健康施設、

安全環境

Q8. 現在住んでいる市町村にあてはまるイメージをすべて選んでください。(MA)
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全体 132名 2.3 25.8 16.7 7.6 6.8 3.0 0.0 2.3 6.1 13.6 29.5 25.0 3.0 11.4 25.8 0.8
※網掛けは各層の割合上位３位まで

【横軸】 Q9. あなたが、現在お住みの市町村に対して満⾜している点をすべて選んでください。(MA)
【縦軸】 Q10.あなたが、現在お住みの市町村に今後も住み続けるにあたって、重視したい点をすべて選んでください。(MA)

※以下の選択項目は（）内の例⽰を呈⽰した上でアンケートを実施している
商業施設（スーパー、コンビニ、商店街など） ⾏政施策（手続、⽣活補助、税制など）
飲食施設（レストラン、カフェなど） ⾏政活動（ゴミ、上下⽔道など）
公共施設（公園、図書館、公⺠館など） ⾦融機関（銀⾏、郵便局、ＡＴＭなど）
公共交通（鉄道、バスなど）・道路網 地域コミュニティ（町内会、近所づきあいなど）
⾏政対応（役場、出張所など） 地域イベント（お祭り、企画イベントなど）

商業施設

飲食施設

公共施設

公共交通・道路網

⾏政対応
⾏政施策 ⾏政活動

医療施設

福祉施設

健康施設

保育・教育環境

⾦融機関
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安全環境
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斜線より下︓満足度に⽐べて重視度が低い

斜線より上︓重視度に⽐べて満足度が低い 斜線上︓
満足度と重視度が同程度



P.4３．回答者のサンプル特性

【性別／年代】

単位︓% N数

性別 132名

単位︓% N数 平均年齢

年代 132名 50.2歳

※平均年齢は()内の換算値で計算︓18~29歳(23.5)　30~39歳(34.5)　40~49歳(44.5)　50~59歳(54.5)　60~69歳(64.5)

Q2. 現在住んでいる場所はあなたにとって地元と呼べる場所ですか。(SA)

単位︓% N数

全体 132名

男性 59名

⼥性 73名

18〜49歳 60名

50〜69歳 72名

Q3. 現在の居住地に住んでいる期間は通算でどのくらいですか。(SA)

単位︓% N数 平均年数

全体 132名 19.7年

男性 59名 20.2年

⼥性 73名 19.3年

18〜49歳 60名 16.7年

50〜69歳 72名 22.2年

※平均年数は()内の換算値で計算︓２年未満(1)　２〜５年未満(3.5)　５〜10年未満(7.5)　10〜20年未満(15)　20年以上(25)

44.7 55.3

男性 ⼥性

6.8 12.1 26.5 25.8 28.8

18〜29歳 30〜39歳 40〜49歳 50〜59歳 60〜69歳
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